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法 令

見沼田圃の保全・活用・創造の基本方針

款

針路 10
分野施策 1001

１　事業概要 ５　事業説明
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　「見沼田圃の保全・活用・創造の基本方針」に基づき
、広域的な立場から治水機能を保持するため、土地利用
に係る施策及び公有地化事業を行うとともに、公有地化
した土地の利活用事業を行う。

　ア  見沼田圃土地利用関係諸会議開催費     724千円
　イ  見沼田圃公有地化事業費 　      　232,435千円
　ウ  見沼田圃県民ふれあい事業費　　  　45,732千円
　上記事業は県(77.1億円)、さいたま市(34億円)及び
川口市(17億円)で積み立てを行った「さいたま環境創
造基金」を財源として行っている。
　令和6年度末の残高は約87億7千万円(見込み)である。

（１）事業内容
　　ア　見沼田圃土地利用関係諸会議開催費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　              724千円
　　　　　土地利用等について調整するため、県及び関係2市で構成する「保全･活用･創造のための連携会議」、「土地
　　　　利用連絡会議」及び学識者等で構成する「土地利用審査会」を運営する。
　　イ　見沼田圃公有地化事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　232,435千円
　　　　　基本方針により土地利用が著しく制限される場合等の土地の買取り、借受けを実施する。
　　　　　見沼田圃周辺の景観の優れた斜面林を保全する。
　　ウ　見沼田圃県民ふれあい事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 45,732千円
　　　　　公有地を適切に管理するとともに見沼田圃の保全・活用・創造に資する普及啓発をするための農業体験イベ
　　　　ント等を実施する。

（２）事業計画
　　ア　土地利用規制
　　　　　見沼田圃の治水機能を維持するため、地元2市とも連携をしつつ、引き続き土地利用規制を行っていく。
　　イ　公有地化推進事業
　　　　　基本方針により土地利用が著しく制限される場合等に買取り又は借受けによる公有地化を進めていく。
          また、見沼田圃周辺斜面林を保全するため、地元市の公有地化を支援する。
　　ウ　県民ふれあい事業
　　　　　見沼田圃にふれあうイベント等を実施するとともに、農業者等に公有地の貸付けを行う。

（３）事業効果
　　　【活動指標(アウトプット)】
　　　　ア　1.2haの土地の買取り・借受け　イ　9の市民団体に委託し37の農業体験活動を実施
　　　　ウ　0.2haの斜面林をさいたま市により公有地化
　　　【成果指標(アウトカム)】
　　　　ア　公有地34.4haの開発を抑止　イ　12.8haの公有地で農業体験型活動を通じて農地として利活用
    　　ウ　さいたま市・川口市が公有地化した斜面林2.1haの開発を抑止

２　事業主体及び負担区分
ア・イ・ウ　(県10/10)
イ　斜面林保全のみ　(県1/3)市2/3

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×3.7人＝35,150千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比繰 入 金

決定額 278,891 278,891

前年額 205,300 205,300 0
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豊かな自然と共生する社会の実現

0 73,591

みどりの保全と創出



 

事業名

単位事業名 予算額 724千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 724 0
さいたま環境創造基金繰入金

合計 724 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 608 0 見沼田圃土地利用審査会委員報酬 40人分

旅費 30 0 土地利用規制現地調査 65回
委員連絡調整 1回

需用費 50 0 消耗品

使用料及び賃借料 36 0 会議室使用料4回

合計 724 0

事業内訳書

見沼田圃保全・活用・創造事業推進費

見沼田圃土地利用関係諸会議開催費

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 232,435千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 232,435 70,692
さいたま環境創造基金繰入金

合計 232,435 70,692

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 18 0 現地調査 45回

需用費 102 0 消耗品

役務費 1,777 29 通信費、不動産鑑定料

委託料 26,898 10,729 測量委託費、登記嘱託委託料

使用料及び賃借料 1,238 △74 公有地借受賃料

公有財産購入費 124,749 0 公有地買取代

　

見沼田圃公有地化事業費

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 232,435千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 77,000 60,000 見沼田圃斜面林公有地化支援の補助金

公課費 653 8 見沼代用水土地改良区賦課金164,000㎡分

合計 232,435 70,692

単位事業名 予算額 45,732千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 45,732 2,899
さいたま環境創造基金繰入金

合計 45,732 2,899

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 184 32 運営委託事業審査評価委員報酬6人分×2日

　

見沼田圃県民ふれあい事業費

主な内容

主な内容

見沼田圃公有地化事業費

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 45,732千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 72 0 現地調査旅費　団体指導87回、公有地管理70回、関係者説明45回

需用費 2,104 359 消耗品、設備修繕費

役務費 2,669 △329 通信費、公有財産維持管理費、公有地整備費、
公有地賠償責任保険料

委託料 35,346 2,470 ＮＰＯ等民間団体委託、公有地維持管理委託
新たな担い手創出事業委託

使用料及び賃借料 435 29 公有地維持管理のための設備使用料
運営委託事業審査評価の会場使用料

工事請負費 4,922 338 公有地整備工事費

合計 45,732 2,899

見沼田圃県民ふれあい事業費

主な内容


